
母親の心理的変容過程に基づく
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Development of a parenting support program based on changes
in the parenting attitudes of mothers who participated in a seminar

on parenting support in community center

The current study developed and implemented a parenting support program based on
changes in mothers’ parenting attitudes. Specifically, a parenting support course was con-
ducted at a community center. A program based on the theory behind cognitive-behavioral
therapy was developed as part of that course. This program primarily provided psychoeduca-
tion to mothers by having them read picture books aloud to their children in order to improve
mothers’ self-efficacy with regards to childrearing. A workbook and psychoeducational mate-
rials were created with content that mothers could readily implement during the course or at
home, and picture books were provided. Mothers and their children participated in a course
at the community center. The course consisted of 4 weekly sessions of 90 minutes each, with
a fifth and final session 1 month after the fourth session as follow-up. The support program
was assessed via a questionnaire.
Results suggested that psychoeducation gave mothers a greater understanding of the import

of reading picture books aloud to their children, and mothers had the opportunity to enjoy
reading picture books with their children. Results also indicated that self-efficacy with respect
to childrearing improved as a result of the program. Results indicated that the achievement of
behavioral goals laid out in the workbook and interaction with other mothers through group
work helped to improve self-efficacy.

Ⅰ．問題と目的

本研究は、母親支援の具体化を目的とし、子育
て意識の変容過程に基づく子育て支援プログラム
（以下、支援プログラム）の実践開発を行う。具
体的には、地域の子育て支援の場である公民館の
子育て支援講座において、絵本の読み聞かせ（以
下、読み聞かせ）、認知行動療法の理論を援用し
た母親の育児に対する自己効力感を高める取組、
心理教育を中心に行い、母親の育児に対する自己
効力感の向上を目指すものである。
近年、三世代世帯の割合が１９８６年の１５.３％から、

２０１６年には５.９％に減少する等（厚生労働省、２０１６）、

子育てを取り巻く状況は急激に変化している。成
人の９割が、子育てをする人に対し地域の支援が
重要と回答する（内閣府、２０１６）が、実際には、
地域子育て支援拠点を利用する母親のうち、
７２.１％が自身の育った地区町村以外で子育てをし
ており（NPO法人子育てひろば全国連絡協議会、
２０１５）、乳幼児を育てる母親が十分な支援を受け
ているとは言い難い。「子ども・子育て支援新制
度」（内閣府、２０１７）では、すべての子育て家庭
を対象に地域のニーズに応じた様々な子育て支援
を充実する等、支援の量的拡充と質的向上の推進
が図られている。しかしながら、子育て支援の効
果や評価に関する研究が少なく（名須川・楠本、
２０１１）、地域における子育て支援の具体的な取組
の手順やモデルの共有（文部科学省、２０１２）が課＊ 社会福祉法人橘福祉会 橘今保育園
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題として残される。
地域における支援プログラムは複数報告されて

おり（e.g.，岡村・平松、２０１３）、一般の親子対象
の参加形態を採る支援プログラムは、親子のふれ
あいや子どもの体験活動、母親の困り感の解消、
地域の仲間づくりの促進等を目的とし、主に地域
の公共施設、園、大学等で実施される（岡村・大
森・西山、２０２０）。中でも、社会教育施設であり、
地域での子育て支援の場の１つである公民館（牧
野、２０１８）は実に全国で１４,１７１館に及び（総務省、
２０１５）、支援の拡がりが期待される。
地域での親子参加型の子育て支援講座（以下、

講座）における母親支援の効果として、母親の意
識や気分、親子関係の肯定的な変化が報告されて
いる（e.g.，岡村、２０１６）。岡村・片山（２０１８）が、
公民館における未就園児対象の講座に継続参加し
た母親の語りを分析した結果、母親の心理的変容
として親としての自己効力感（Bandura、１９７７）
の向上等が示され、変容に繋がる要因として、継
続的な親子での体験、子どもの成長、他者との交
流が明らかになった。しかしながら、これらの変
容には年単位の時間を要する。限られた資源の中
で支援を実践する機関や支援者の負担も考慮する
と、支援の効果を母親の自己効力感の向上に限局
し、１～２か月程度の短期間の介入で効果が得ら
れる支援プログラムの実践開発が望まれる。
A. Bandura（１９９７）は、自己効力感を、ある

行動を遂行出来るという自身の可能性の認識とし、
自己効力感が高いほど実際にその行動を遂行出来
る傾向にあると述べている。育児における自己効
力感についてK. A. Schneewind（１９９５）は、育
児に関わる親の自己効力感の高さが子どもを養育
し、社会化させるという課題を処理すると考察し
ている。国内では、田坂（２００３）が、幼児期の子
どもをもつ母親の育児自己効力感尺度を作成し、
「子どもへの積極的関わりへの自信」「子どもを安
堵させる自信」「子どもを自己統制させる自信」の
３因子を見出している。金岡（２０１１）は、乳幼児
の母親を対象とした研究で、育児に対する自己効

力感を「育児で直面する経験的あるいは未経験な
新しい状況に遭遇した際に臨機応変に対処出来る
という確信の程度」と定義し、育児に対する自己
効力感尺度を作成した。本研究では金岡（２０１１）
の育児に対する自己効力感尺度を援用し、支援プ
ログラムの評価を行う。
自己効力感の向上に寄与する支援プログラムと

して、認知行動療法を援用したアプローチが報告
されている。認知行動療法は、治療効果研究に裏
付けられた実証に基づく心理療法の代表として挙
げられ、実践領域は多岐に渡る。また、改善まで
に所用される時間が一般的に短く、コミュニティ
ベースの指導も可能であり、予防という観点から
も活用出来る（坂野、２０１２）。教育分野において
も認知行動療法を援用した支援プログラムが実践
され（e.g.，下山ら、２００８）、保育者支援プログラ
ムの集団実施では、２か月間の介入により保育者
効力感の向上が実証されている（西山、２０１２；大
森、２０１８）。しかしながら、本研究のように、母
子が参加する地域子育て支援の講座において、認
知行動療法を援用した支援プログラムを実践した
例は認められない。
ところで、読み聞かせは、多くの家庭でも親し

まれる活動であり、公共施設や園等に絵本の準備
があり実施が手軽なため、子育て支援でも頻回に
実施される。このため、家庭と子育て支援の両方
で、親子で取組むことが出来る最も身近な活動と
言える。質的な面に着目すると、子どもの成長だ
けでなく、母子関係への効果（佐藤・内山、２０１２）
や母親の心理（秋田・無藤、１９９６）に関する研究
も報告されている。子育て支援における読み聞か
せの形式は、多くの場合、集団読み聞かせであり、
支援者が読み手で母子は共に聞き手として参加す
る。子どもは、母親と並ぶか母親の膝の上で同じ
絵本（対象）を眺め共有する構造が生じ、共同注
視の契機となる。このため、母子の情緒的交流や
子どもの発達が促される。母親への効果として、
岡村・平松（２０１３）によると、集団による読み聞
かせに参加した母親に、読み聞かせの前後で質問
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紙調査を施行し量的分析を行ったところ、イメー
ジ及び気分・感情の肯定的な改善が示されており、
読み聞かせに参加することにより望ましい心理的
効果を得ることが出来ることが示された。このた
め、地域の母子が気軽に集う子育て支援において、
身近な活動である読み聞かせを用いて、家庭での
母親の支援を視野に入れた支援プログラムを開発
実践することは、子育ての負担軽減や母親の心理
的な成長に繋がることが期待出来る。また、子育
て支援の実施機関や支援者に対し、身近な読み聞
かせを用いた具体的な実践モデルを示すことによ
り、支援者を強く支えるものとなり得る。
そこで本研究では、母親の自己効力感の向上を

目指した認知行動論的介入による支援プログラム
を公民館の親子参加型の講座として実施し、育児
に対する自己効力感尺度等を用いた分析を行い、
母親の自己効力感の変化を中心に検証する。

Ⅱ．方 法

１．支援プログラムのねらい

支援プログラムは、子育て支援講座（以下、講
座）への参加体験が、家庭や地域での母親をも支
えることをねらいとしている。母親が講座と家庭
の両方で支援の実感を得ながら、読み聞かせや達
成可能な行動目標の設定と遂行を重ね自己効力感
を高める過程を支援し、その効果について検討を
行う。

２．支援プログラム開発の手順

支援プログラムの開発に当たっては、西山
（２００９）の認知行動論的技法を基盤にした領域
「人間関係」の保育者効力感に関する支援プログ
ラムを参考にした。しかしながら、本支援プログ
ラムの参加対象者は家庭で子育てをする母親（主
婦）であり、保育者といった共通の専門性を持た
ないことや、０～３歳の子どもと参加するため、
講座や家庭でワークに集中して取組む時間が限ら
れる。これらのことから本研究では、母親が気軽
に支援プログラムに参加することで、自ずと自己

効力感の向上が促される工夫が必要である。
本研究では、まず、A. Bandura（１９９７）が自

己効力感の先行要件として挙げた、自己効力感の
認識に影響する情報源である①制御体験、②代理
経験、③言語的説得、④生理的情動的状態を、講
座と家庭の両方で提供出来るよう工夫した。具体
的には、①制御体験は、母親が達成可能で適切な
行動目標を講座で立てたり、読み聞かせのコツを
心理教育により学ぶことで、家庭での行動達成が
導かれることである。②代理経験は、講座での他
の母親やスタッフの育児行動を見本にして、家庭
での育児に取り入れることである。親子のふれあ
い遊びや読み聞かせ、母親のグループワークがそ
の機会となる。また、毎回の講座で母親自身に気
付いたことや役立ちそうだと思ったことを質問紙
に記入してもらうことにより、母親の認知に働き
かけ肯定的な振り返りを促す。③言語的説得は、
講座で母親の仲間づくりや行動目標の共有をする
ことによって、母親が周囲からの励ましやサポー
トを受け易くなることにより提供出来る。母親ど
うしの関係を生じ易くするため、話のきっかけと
なるような、子どもの年齢や生まれ月、居住学区
等の共通点を毎回設定し、３～６名程度の小グル
ープで話し合いながら個々の行動目標を設定する。
④生理的情動的状態は、行動目標の達成、読み聞
かせ、親子ふれあい遊び等の活動や仲間づくりに
より、行動に伴う良い刺激や気分・感情の状態が
得られることである。①～④を提供するために、
講座と家庭の両方で手軽に実施出来るワークブッ
ク（以下、冊子）、心理教育の教材、絵本が必要
である。

２－１．冊子
冊子は、平易な言葉や親しみ易い絵や図を用い

てワークのねらいや日程を示した。筆者がパソコ
ンで作成、印刷した後、A４版ファイルに綴じて
全員分用意した。行動目標の設定や実行に際して
は、母親が冊子の問いに答えながら書き込むこと
で、具体的で達成可能な１週間の行動目標の設定
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に至ることが出来るよう工夫した。目標の設定に
際して、育児全般や家族との関わり、母親自身の
こと、子育て中の仲間づくり、絵本の読み聞かせ
等の中で、母親自身が出来そうな事や得意な事に
目標を設定するよう促した。また、目標を設定し
達成するためのワークシートには、グループワー
クの際に同じグループの母親と子どもの氏名を記
入し、目標達成時にグループの母親に掛けて欲し
い言葉、週末ご褒美の記入欄を設け、家庭でも他
の母親との繋がりを感じられるよう工夫した。
家庭での実践として、毎日の行動目標の遂行と

冊子への記録を求めた。心理教育の内容に基づく
読み聞かせの実践についても冊子に記入欄を設け
た。家庭でも目標の実行と達成が容易に出来るよ
う、ワークシート「今日のちょっとできたこと」
を作成した（図１）。このワークシートに、毎日
家庭で出来たことを記入し、併せて達成度（◎：
できた、〇：まあまあできた、△できなかった）
を記入出来るようにした。記入した冊子は次の講

座に持参し、家庭での取組についてグループで報
告、共有し、母親同士で言葉掛けをしたり、週末
ご褒美について話す機会を設定した。

２－２．心理教育の教材
心理教育の教材は、パソコンで作成した資料を

A４版の用紙に印刷したものを用意し、「今週の
絵本の力」と題して、毎回、集団読み聞かせの直
前に資料を見せながら３分程度で実施出来るよう
準備した。併せて、心理教育に対応したワークを
冊子に綴じ、家庭でも心理教育を基に読み聞かせ
が出来るよう工夫した（図１）。教材は、読み聞
かせの際の子どもへの関わり方等を簡単に紹介す
るものとし、以下の３点をねらいとして構成した。
①親子で絵本を一緒に眺めることにより、親子が
絵本だけでなく現実世界の実物へも注意を向け合
い共同活動を展開すること（菅井ら、２０１０）や、
身近な人と気持ちが通じ合う（厚生労働省、２０１８）
ことに繋がることを理解する。講座では、母子が

図１．ワークシート「今日のちょっとできたこと」「今週の絵本の力」
（家庭で記入、見開きA３）
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視線や言葉で関わる姿が普段から認められるため、
支援者が言葉にして伝えることで言語的説得とな
り、母親の自信が高まることが期待される。②子
どもが読み聞かせの際に示す興味のサインや適切
な母親のサポート（齋藤、２０１５）を理解し、母親
が実践出来るようになる。③家庭で時間や冊数を
決めて少しだけ読み聞かせに取組む行動が、母親
の気持ちや子どもとの関係を肯定的に切り替える
契機になる等、読み聞かせを通じて母親の育児に
対する自己効力感を高める。

２－３．絵本
絵本は、第１回講座配布用、集団読み聞かせ用、

親子での読み聞かせ用として絵本を選定し、参加
予定の親子２０組に対し４６種類６６冊（配付用２０冊、
講座での読み聞かせ用４６冊）を準備した。絵本の
選定に際しては、概ね１０刷以上であり図書館や公
民館、園に蔵書があると予想され、入手が容易で
あること、０～３歳の子どもが親しめる内容であ
ること、集団読み聞かせでは４０名程度の母子が見

え易いように絵が比較的大きく描かれていること
を基に分野が偏らないよう選書した。第１回講座
では、家庭で手軽に読み聞かせが始められるよう
絵本を配布することとした。配布した絵本「くだ
もの」（平山、１９８１）は、脇・岡山子どもの本の
会（２０１１）が述べているように、身近な瑞々しい
果物が大きく描かれ乳児も親しむことが出来、幼
児がバナナの皮をむく場面も描かれており、少し
大きくなった子どもも心理的に満足出来るため、
未就園の年齢が様々な子どもに適しているため選
書した。

Ⅲ．結果と考察

１．支援プログラムの概要と特徴

開発した支援プログラム冊子の概要を表１に示
した。支援プログラムは、読み聞かせやワークを
通じて育児に対する自己効力感の向上を図ること
で参加者同士が繋がることや、家庭での行動目標
の実行や読み聞かせの実施により、母親への支援
が講座だけでなく家庭にも拡がることを目指す。

〈ワークブックの構成〉
・表 紙 ：講座名「つながる☆ひろがる絵本の力―ワークブック―」と明記
・ワークのねらい：ワークの目的（母親がワークを行い、ちょっとした自信が得られること）を明示しワーク

の４つのステップ（目標を立てる、取り組む、記録、ふりかえり）を図示
・スケジュール ：支援プログラムのスケジュールをカレンダーに明示
・行動目標の設定：身近で可能な行動目標の設定について、５つのコツを事例と共に記載

行動の内容、場所、時間を参加者が記入し、行動目標が適切かチェック可能
・行動目標の実行：身近で可能な行動目標の実行について、５つの秘訣を事例と共に記載

記録する時間、冊子の置き場所、目標達成の障害となる望ましくない行動を参加者が記入
週末ご褒美の例示

・今週の目標 ：今週の目標を達成するためのワークシート
同じグループになった参加者と子どもの名前を記入
目標と仲間にかけて欲しい言葉、週末ご褒美を記入

・今日のちょっとできたこと：毎日の行動目標の遂行記録と達成度を記入するワークシート
・今週の絵本の力：心理教育で実施した内容について、家庭で意識して読み聞かせが実践出来た際に絵本マー

クに〇を記入するワークシート
・心理教育の内容：心理教育で用いたA４サイズの資料全１２頁を縮小印刷

〈提出物〉
・同意書：第１回講座の際に、参加者から同意と署名を得て保管
・質問紙：多肢選択式の質問紙は、第１回講座直前、第４回講座直後、第５回講座直前に記入を依頼

自由記述は、毎回の講座修了後に記入を依頼

表１．支援プログラムに使用した冊子の概要
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このため、支援プログラムの名称は「つながるひ
ろがる絵本の力」とした。
支援プログラムは毎回同じ構成であり、１回９０

分で第４回までは毎週実施し、第４回終了時から
１か月後にフォローアップ講座として第５回講座
を設定した。支援プログラムの過程を図２に示す。
支援プログラムの各回における実施者のねらい、
場所、時間配分と内容を表２に示す。
支援者は筆者を含む４名で、何れも子育て支援

講座で１０年以上の経験があり、このうち２名は保
育士資格を持つ。支援者の役割分担は、筆者が講
座の進行と読み聞かせを行い、他の支援者は主に、
手遊びを紹介したり、母親がグループワークや質
問紙への記入をする際に、子どもを同室で預かっ
たり、母親と随時話をするなどした。第１回講座
では「子どもがいて（他の母親の）話が聞けず残
念」との自由記述があった。第２回講座では「ス
タッフが子どもを見てくれているから話合いがし
易かった」、第５回講座では「スタッフがいつも
声をかけてくれた」との記述があった。講座が毎
回同じ構成のため、第２回講座からは講座の進行
表を常時掲示し、母親と支援者が見通しを持って
参加出来るようにした。
心理教育では、「いつもは絵本を見せているだ

けで、私は読むことに一生懸命になっていた気が
するので、子どもと目線を合わせながら楽しみた
いと思う」等、普段の読み聞かせを振り返りなが
ら参加する姿が見られた。
講座での集団読み聞かせは、毎回、心理教育の

直後に２冊、講座の最後に１冊、計３冊実施した。
親子で絵本の近くに移動し、子どもと目線の高さ
を合わせて読み聞かせに参加する母親の姿や、母
親が子どもに話しかけたり、子どもが思わず発し
た言葉に周りの母親達が微笑んだりする姿等が観
察された。
親子での読み聞かせは、用意した絵本の中から

自由に選んでもらい、集団読み聞かせの後に１０分
程度の時間を設け実施した。支援者の簡単な声掛
けにより部屋の中央に絵本が置かれると、子ども
が自然に母親に絵本を持っていく姿が多く見られ
「子どもが自分で好きな絵本を１冊選びそれを読
み終わったら自分で返しまた１冊持ってくるとい
うのが良かった」との記述があった。第２回講座
では、「家での読み聞かせだと静かに聞いてくれ
るが、講座では周りが気になって集中が続かない
様子」と記載していた母親が、第４回講座の直後
に「今までの講座の読み聞かせの時間にはあまり
絵本を見てもらえなかったけど今日は“きんぎょ

図２．支援プログラムの過程
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回 実施者のねらい 場所 各回の時間配分と内容
第１回 ・プログラムの目的の理解

・母親の緊張感の緩和
・母親同士が支え合うグループを作る
・母親が適切な目標を立てる
・絵本を配布し家庭での実践に繋げる
・心理教育で、読み聞かせのポイントや子ど
もとの関わりについて、コツや知識を得る 講座

１５分
・プログラム全体のねらいの説明
・インフォームド・コンセントを得る
・多肢選択式質問紙の回収

３０分
・わらべ歌、親子触れ合い遊び
・心理教育
・絵本の読み聞かせ（集団２冊、親子２～３冊）

３０分

・冊子、絵本、筆記用具、袋を配布
・プログラムの進め方の説明
・母親のグループを組む
・目標の設定

１５分
・絵本の読み聞かせ（集団）
・母親同士の交流等自由な時間、ストレッチ
・質問紙回収（自由記述）

家庭 １週間 ・目標の遂行と記録 ・読み聞かせ
第２回 ・サポートグループで遂行行動の達成を評価

し、自己効力感を更に高める
・母親が行動目標の立て方を理解できる

講座

３０分
・わらべ歌、親子触れ合い遊び
・心理教育
・絵本の読み聞かせ（集団２冊、親子２～３冊）

３０分

・目標達成の振り返り（グループ）
・目標の設定について、もう一度説明
・新たな母親のグループを組む
・目標の設定

３０分
・絵本の読み聞かせ（集団１冊）
・母親同士の交流等自由な時間、ストレッチ
・質問紙回収（自由記述）

家庭 １週間 ・目標の遂行と記録 ・読み聞かせ
第３回 ・行動目標をスムーズに立てられるようにな

る

講座

３０分
・わらべ歌、親子触れ合い遊び
・心理教育
・絵本の読み聞かせ（集団２冊、親子２～３冊）

３０分
・目標達成の振り返り（グループ）
・新たな母親のグループを組む
・目標の設定

３０分
・絵本の読み聞かせ（集団）
・母親同士の交流等自由な時間、ストレッチ
・質問紙回収（自由記述）

家庭 １週間 ・目標の遂行と記録 ・読み聞かせ
第４回 ・行動目標の遂行が定着する

・親子の関わりや、家庭での過ごし方に変化
を感じられるようになる

・母親の育児に対する自己効力感が高まる
講座

３０分
・わらべ歌、親子触れ合い遊び
・心理教育
・絵本の読み聞かせ（集団２冊、親子２～３冊）

３０分
・目標達成の振り返り（グループ）
・新たな母親のサポートグループを組む
・目標の設定

３０分
・絵本の読み聞かせ（集団）
・母親同士の交流等自由な時間、ストレッチ
・多肢選択式質問紙、自由記述の回収

家庭 １週間 ・目標の遂行と記録 ・読み聞かせ
第５回 ・フォローアップ講座

・行動目標の遂行が定着する
・親子の関わりや、家庭での過ごし方に変化
を感じられるようになる

講座

講座前 ・多肢選択式質問紙の回収

３０分
・わらべ歌、親子触れ合い遊び
・心理教育
・絵本の読み聞かせ（集団２冊、親子２～３冊）

３０分
・目標達成の振り返り（グループ）
・新たな母親のサポートグループを組む
・目標の設定

３０分
・絵本の読み聞かせ（集団）
・母親同士の交流等自由な時間、ストレッチ
・質問紙回収（自由記述）

家庭 １週間 ・目標の遂行と記録 ・読み聞かせ

表２．支援プログラムの各回における実施者のねらい、場所、時間配分と内容
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がにげた”を楽しそうに見ていた」とあり、母親
が講座に参加する中で子どもが絵本に親しみを持
つ課程を捉えることが出来た。
グループワークでは、支援プログラムの目的の

理解を図るため、初回は十分な時間を設定し、母
親が目標を立てる秘訣や実行する秘訣について冊
子に書き込みながら、自然に具体的で達成可能な
行動目標を立てられるよう工夫した。「目標を立
てることが難しい」と母親から目標の立て方を個
別に尋ねられることもあり、達成出来そうな目標
を一緒に考える過程を支援者がともにした。第２
回講座以降では「出来た事に注目すると、意外と
自分は頑張ってるなということに気付いて少し前
向きになれた」「公園での遊び方を他のママに聞
けた」との記述もあった。母親が講座で設定した
目標は、「夕方リビングで１日２冊は絵本を読む」
「夫と２人の時間を作る」「１日１回少しでも外に
出る」「子どもが寝てから水筒のカバーを作る」
「上の子と遊ぶ」等であり、母親各々の課題を基
にした行動目標となった。第２回講座以降は、同
じグループの母親の目標や体験談を参考にして
「私も子どもが寝てから自分のことをしてみよう
と思った」等、他の母親の行動が代理経験となる
ことが示唆された。グループワークの様子を図３

に示す。
支援プログラムを通して気付いたこととして自

由記述に「絵本を２冊読むという目標で、夜子ど
もが笑顔で「これよんで！」と絵本を嬉しそうに
持って来たのが嬉しかった」「出来なかったこと
より、出来たことを振り返ることでちょっとポジ
ティブ思考になれる」等があり、講座での活動が
家庭での母親を支えている可能性が示唆された。

２．支援プログラムを評価する質問紙調査の内容

多肢選択式の質問紙調査は、第１回講座直前、
第４回講座直後、第５回講座直前に実施した。質
問紙の内容は、個人の属性を問う項目（母親の氏
名及び年齢、子どもの年齢等）、家庭での読み聞
かせの実施時間の記入を求めた。自己効力感を測
定する先行研究の中から、金岡（２０１１）の育児に
対する自己効力感尺度１３項目等からなる。育児に
対する自己効力感尺度では、回答は「そう思わな
い」「あまりそう思わない」「どちらともいえない」
「まあそう思う」「そう思う」の５段階評定（１～
５点）で得点化した。読み聞かせとの関連を検討
するため、「読み聞かせを行うことが母親の現在
の子育てに与える影響」、「読み聞かせを行うこと
が母親のこれからの子育てに与える影響」を質問

図３．グループワークの様子
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項目に加え、回答は０～１００点で得点化を求めた。
「母親自身の今の子育てに対する自信」、「母親自
身の今の子育てに対する見通し」についても同様
に得点化を求めた。併せて、講座の終了時に毎回、
自由記述式の質問紙調査を実施し、母親自身が講
座に参加して出来そうだと思ったことを記入する
こととした。第４回講座の終了時には更に、支援
プログラムの第１回～第４回講座の参加を通して
気付いたことについて自由記述での回答を求めた。
多肢選択式の質問紙の分析はjs-STAR（中野・田
中、２０１２）、自由記述のテキスト分析はKH Coder
（Ver.２.００f）（樋口、２０１４）を用いて行った。

参加者には、研究の目的、方法、研究発表や支
援プログラム改善の目的以外に用いることはなく、
個人情報を保護するため個人名は研究データから
取り除き個人の特定はないこと、研究への参加は
自由意思によるものであり研究への参加を随時拒
否・撤回出来ることを口頭と書面にて説明した。
また、質問紙に記入しない場合でも、不利益を被
ることなく参加可能な旨を十分に説明し、文部科
学省（２０１４）「研究活動における不正行為への対
応等に関するガイドライン」に準じた同意書に署
名を得た上で、調査を実施した。本研究は、岡山
大学大学院教育学研究科研究倫理委員会の承認
（平成３０年、課題番号２８）を受けた後に実施した。

３．調査対象と調査時期

支援プログラムは、政令指定都市の公民館主催
講座として２０１８年４月に４回（以下、第１回～第
４回講座）、第４回講座から４週後の５月にフォ
ローアップ講座として１回（以下、第５回講座）
の計５回実施した。対象者は未就園児とその母親
であり、５回の講座に継続参加可能な２０組をチラ
シ配布にて募った。２０組の母子（母親２０名、子ど
も２２名）から申込があり定員となった。最終的に、
多肢選択式の質問紙が３回全て回収出来た１３名を
実験群（参加群）とした。
支援プログラムの実施と同時期に、市内の保育

所に０～３歳の子どもを預ける６７名の保護者に多

肢選択式の質問紙を依頼した。２６名から３回全て
の質問紙を回収出来たため、統制群候補とし、比
較分析の対象とした。
参加群は、母親の平均年齢３４.０８歳（SD＝４.８０）、

３歳未満の子どもの平均年齢１.１５歳（SD＝０.８６）
であった。統制群は母親３２.６９歳（SD＝２.９３）、
子ども１.７８歳（SD＝０.６７）であった。母親の年
齢に有意差は認められず（F（１，２４）＝.１１，n .s .）、
子どもの年齢に有意傾向が認められた（F（１，２５）＝
４.１９，p＜.１０）。家庭での１週間の読み聞かせの
実施時間は、参加群は平均９２.５４分（SD＝１０８.７９）、
統制群は平均５１.９２分（SD＝６４.２９）であり、両
群の実施時間に有意差は認められなかった（F（１，２４）

＝１.２４，n .s .）。第１回講座での育児に対する自
己効力感得点は、参加群が平均４８.３８点（SD＝
５.４０）、統制群が平均４８.４６点（SD＝７.０８）で有意
差は認められなかった（F（１，２４）＝.００，n .s .）。子
どもの年齢に有意傾向はあるが、母親の年齢、家
庭での読み聞かせ実施時間、育児に対する自己効
力感に有意差はなく、これらの点で実施前の段階
は同質とみることが出来る。

４．関連諸変数の変化

群（参加群、統制群）×時期（第１回、第４回、
第５回）による２要因の混合分析の結果、「読み
聞かせを行うことが母親の現在の子育てに与える
影響」、「母親自身の今の子育てに対する自信」、
「母親自身の今の子育てに対する見通し」は何れ
も交互作用が有意ではなかった（順に、F（２，４８）＝
１.２９，.５８，.４７，n .s .）。「読み聞かせを行うこと
が母親のこれからの子育てに与える影響」は交互
作用が有意であり（F（２，４８）＝３.３４，p＜.０５）、統制
群における時期の単純主効果が認められた（F（２，４８）

＝３.４７，p＜.０５）。

５．育児に対する自己効力感尺度総得点の変化

群（参加群、統制群）×時期（第１回、第４回、
第５回）による２要因の混合分析の結果、交互作
用は認められなかった（F（１，２４）＝.００２，n .s .）。次
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に、育児に対する自己効力感の変化による類型を
分析するために、西山（２００９）に基づき、第１回
講座の育児に対する自己効力感得点と第４回講座
の得点差「実施効果得点」、第１回講座と第５回
講座の得点差「持続効果得点」を算出した。これ
らの点を用いて得点の変化パターンはクラスタ分
析により２群に分類され、第１クラスタは、得点
の変化が維持もしくは下降しており維持・下降群、
第２クラスタは得点が上昇を続けているため上昇
群と命名した。育児に対する自己効力感尺度総得
点の変化及び平均を表３に示す。
群（上昇群、統制群）×時期（第１回、第４回、

第５回）による２要因の混合分析の結果、交互作
用が有意であり（F（２，３２）＝５.０５，p＜.０５）、上昇群
における時期の単純主効果が認められた（F（２，３２）

＝１１.３０，p＜.０１）。LSD法を用いた多重比較の結
果、第５回得点が第１回及び第４回の平均よりも
有意に大きく（MSe＝４.０９８４，p＜.０５）、支援プ
ログラム実施により育児に対する自己効力感が高
まることが示され、フォローアップ時の効果も確
認された。

６．上昇群、維持・下降群における自由記述の分

析

自由記述に「グループワークで他の母親と話し
て気付いたこと」を記載した母親は１３名中７名に
上った。上昇群、維持・下降群の群別に記載のあっ
た回数と人数をみると、上昇群は計１０回（５名中
４名）、維持・下降群は計６回（８名中３名）記
載がみられた。自由記述の回数は母親１人当たり
６回であるため、上昇群で「他の母親と話して気
付いたこと」について記載があった回数は１０回、
記載なしの回数は２０回、維持・下降群で記載あり
６回、なし４２回となった。直接確率計算を行った
結果、その偶然確率はp＝.０１３５であり、有意水
準５％で有意だった。従って、上昇群の方が多く
「他の母親と話して気付いたこと」を記載してい
ると言える。今後の改善点として、「他の母親と
話して気付いたこと」を記載する欄を予め冊子に
設ける等の工夫により、育児に対する自己効力感
を高められる可能性が考察される。
上昇、維持・下降した要因の検討を行った。ア

ンケートの自由記述をテキストファイルに電子化

群 対象 第１回講座直前 第４回講座直後 第５回講座直前

母親１ ４８ ４８ ５２
母親２ ５７ ５８ ６３

上昇群 母親３ ４７ ５１ ５３
母親４ ４６ ４８ ４８
母親５ ３８ ４０ ４５

上昇群平均（SD） ４７.２０（６.０５） ４９.００（５.８０） ５２.２０（６.１１）
母親６ ５５ ５３ ５４
母親７ ５０ ５１ ５０
母親８ ５４ ５４ ５２

維持・下降群
母親９ ４７ ４５ ４７
母親１０ ４０ ３８ ３９
母親１１ ５２ ５２ ５２
母親１２ ５１ ４５ ４４
母親１３ ４４ ４３ ４０

維持・下降群平均（SD） ４９.１３（４.８１） ４７.６３（５.３４） ４７.２５（５.３６）
対象平均（SD） ４８.３８（５.４０） ４８.１５（５.５６） ４９.１５（６.１５）

表３．育児に対する自己効力感尺度の総得点の変化及び平均（標準偏差）
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し、原文を辿り「本」を「絵本」に統一する等の
作業を行った後、頻出語の抽出を行った。総抽出
語数は３,１４１語、分析対象として認識された語は
１,１７７語となった。１０回以上出現した語は多いも
のから順に「出来る（３８）」「絵本（３７）」「子ども
（３６）」「自分（２７）」「目標（２２）」「読み聞かせ
（１６）」「時間（１５）」「頑張る（１４）」「ストレッチ
（１１）」「お母さん（１０）」「読む（１０）」（括弧内は
語の出現回数）であった。
次に、群による特徴語を抽出した（表４）。上

昇群では、Jaccardの類似性測度の大きい語から、
「子ども」「出来る」「自分」等が抽出され、他の
母親や子どもを示す語や「出来る」という効力感
を表す語が見受けられた。維持・下降群は、「絵
本」「読み聞かせ」「目標」等が抽出され、各々の
活動の名称や心理教育の内容を示す語が見受けら
れた。
これらのことから、上昇群は子どもや人との繋

がり、ワークにおける自分自身の目標達成に親和
性を持ち、維持・下降群は絵本の読み聞かせをは
じめとした講座のメニューに興味を持って参加し
ていたと考えられる。絵本の読み聞かせが、自己
効力感をより積極的に高める要因になれるよう、
読み聞かせへの取組み方や母親ヘの働きかけ方を
工夫する必要がある。

Ⅳ．まとめと今後の課題

本研究では、認知行動療法的技法と母親の心理
的変容過程に基づき絵本の読み聞かせを援用した
子育て支援プログラムを開発した。これにより、
支援プログラムに参加した母親の心理的変容が促
進され育児に対する自己効力感が上昇することを
目指した。その結果、主に次の点が明示された。
第１に、心理教育により、母親の読み聞かせへ

の理解が深まり、親子で絵本を楽しむ機会を提供
出来たことが、自由記述や観察から示唆された。
しかしながら、多肢選択式の質問紙データは、
「絵本の読み聞かせが母親の今の子育てや、これ
からの子育てに影響している」という結果を示さ
なかった。質問の内容にも課題があると考えられ、
今回実施の「読み聞かせが子育てに影響するか」
という結果への問いではなく、読み聞かせの実践
によりこれからの親子関係や子どもの成長に良い
変化が起こるかもしれないという確信の程度、い
わゆる効力予期を０～１００の数値で問うことによ
り、支援プログラムの効果をより正確に測定出来
ると考えられる。
第２に、支援プログラムは全５回の実施であっ

たが、確かに育児に対する自己効力感の向上への
寄与が示された。冊子の準備より家庭でも行動目

上昇群 維持・下降群

特徴語 Jaccard係数 特徴語 Jaccard係数

子ども .２０９ 絵本 .２７４
出来る .１９５ 読み聞かせ .１６９
自分 .１７５ 目標 .１２９
時間 .１０４ ストレッチ .１０３
他 .０９７ 一緒 .０９２

頑張る .０９０ 気持ち .０８０
沢山 .０８３ 声 .０７９
人 .０８１ 今まで .０６７
少し .０８０ 選ぶ .０６６
楽しい .０８０ 講座 .０５３

表４．上昇群、維持・下降群における特徴語
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標の達成を実践出来、グループワークで母親同士
が繋がることが自己効力感の情報源への働きかけ
となったことが自由記述から示唆された。
最後に今後の課題を挙げる。第１に、今回クラ

スタ分析にて明らかになった維持・下降群の母親
は、育児に対する自己効力感尺度総得点の有意な
上昇は認められず、「絵本」をはじめとした講座
のメニューに興味をもって参加していた可能性が
示唆された。上昇群は、人との繋がりを示す語が
特徴的であり、自由記述に「他の母親と話して気
付いたこと」を多く記載していた。このことから、
母親同士や支援者が自然に繋がることが出来るワ
ークを開発し、講座のメニューに組み込むことに
より、「維持・下降群」の母親の育児に対する自
己効力感の向上に働きかけることが出来るのでは
ないかと考える。例えば、母親が好きな絵本を講
座に持ち寄り同じグループの母子と絵本を紹介し
あったり、「他の母親と話して気付いたこと」を
記載する欄を予め冊子に設けたりする等、人との
繋がりや気付きを促進するワークの開発、評価が
必要である。
第２に、支援者養成に課題がある。２０１４（平成

２６）年度の公民館における講座等は、「家庭教育・
家庭生活」領域で実に７２,３８２講座が開設され（総
務省、２０１５）。このため、専門的な知識をもつ支
援者の養成には、資源面で課題が残る。実施マニュ
アル作成により支援プログラムの実施が容易にな
り、より短時間での支援者養成が可能になると考
える。
本研究は子育て支援講座に参加した母親を対象

としているため、支援を利用したいが事情により
叶わない母親や、支援に参加したものの、その利
用を止める母親を研究の対象とはしていない。し
かし、母親と支援との関係を作り継続することは
教育や福祉、医療等の多くの分野に共通する課題
であるため考察を加える。
今井・伊藤（２０１８）により、資源の利用に至ら

ない養育者の個人的要因として、支援資源の情報
の認知や援助を求める傾向の弱さ等が挙げられて

いる。岡村（２０１６）は、子どもの闘病等、母親や
子どもの体調面で参加が叶わない例も報告してい
る。このような養育者を支援に繋ぐためには、気
軽な参加を促すようなメッセージを伴った啓発活
動をする、講座にオンラインで参加出来るように
する、ブックスタートや乳幼児健診と連携して講
座を実施する等、利用に繋がる契機や入り口を増
やすことが効果的ではないかと考える。一方、子
育て支援の資源面にも課題がある。相戸・山下
（２０１５）は、子育て支援の担い手が、子育て支援
に参加意欲を持つ人々等、問題意識を持った市民
であると報告し、古橋ら（２０１８）は、財政状況や
人材不足による自治体の取り組みの遅れを指摘し
ている。このため、限られた資源の中で支援を実
践する機関や支援者に寄与出来る具体的な実践モ
デルの構築がより一層求められる。
本支援プログラムの実践開発は、身近な絵本を

用いて母親が自信や見通しを持って安定した子育
てに取り組めるきっかけとなり得る。このような
環境の中で子どもの個性が育まれ、地域で子ども
を育てる力が高まることが期待される。母親や支
援者が相互に関係しながら支援プログラムの充実
を図り、支援者養成と実践の場を拡げていくこと
が課題である。
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